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当該建屋は、北棟・南棟・東棟の３棟で構成され

ており、銅板菱葺きで屋根及び平面・２次元・３次

元の外壁、総面積 ５,５５９.３㎡を施工しました。

【北 棟】 屋根 450.1㎡ 外壁 1418.5㎡

【東 棟】 屋根 402.0㎡ 外壁 1091.1㎡

【南 棟】 屋根 597.1㎡ 外壁 1600.5㎡



【北 棟】



【東 棟】



【南 棟】





当該建屋は、外壁仕上げが銅板葺きによる３次曲

面となっており、１枚毎の寸法が全て異なります。そ

の為、一般的には鉄骨施工後、原寸を取り銅板菱

葺きを加工・施工しますが、工期が約１０ヶ月必要

です。

そこで今回、工期を４ヶ月短縮する事を目標とし、

実施しました。



鉄骨下地完成

木毛板・ルーフィング施工

屋根・外壁 割付

１棟当り

３Ｄ外壁 加工屋根・２Ｄ外壁 施工

３Ｄ外壁 施工

２０日

１５日

４０日

４０日

合計 １１５日

屋根・２Ｄ外壁菱葺加工

３棟 約 ３００日



３Ｄ部分の菱葺きを
先行加工により、４ヶ月へ工期短縮

３棟で工期 約１０ヶ月 必要



汎用３次元ＣＡＤを用い、屋根＋外壁 約５，５００㎡

（２２，５００枚）の全ての銅板寸法を入力し、７６７㎜～

４２５㎜の範囲で割付図を作成し、その割付図より１枚

毎の加工寸法を作成し、それに沿って鉄骨施工前に

銅板菱葺きを先行加工しました。



【北 棟】



【北 棟】



【北 棟】



【北 棟】



【北 棟】



【屋根・垂直外壁部 葺き板寸法】



【３次元外壁部 葺き板寸法】





【寸法表】





先行加工により、約３００日の現場工期の内、

加工日数分 ４０日×３棟＝１２０日が短縮

３００日 ⇒ １８０日 ４０％工期短縮

割付図及び加工図作成により

６０日×３棟＝１８０日⇒３０日×３棟＝９０日

銅板菱葺きの現場施工日数

１８０日 ⇒ ９０日 ５０％工期短縮

全体工期 約３００日 ⇒ 約１００日





















先行加工による施工は、現場で寸法が加工済みの銅板

と合わないリスクが高いが、今回、鉄骨下地を含め屋根の

３Ｄ－ＣＡＤから図面を作成・加工した為、３３段の外壁１枚

当りの誤差が０～５㎜とほぼ現場における修正が無く、当初

の目標であった４ヶ月以上の工期短縮を達成する事が出

来ました。

今後も、新しい技術を積極的に導入し、品質の良い仕事

を段取り８分、仕事２分をモットーに、様々な仕事へ挑戦し

ていきたいと思います。
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